
県産材を活用した建築床構面の開発Ⅱ 
 

 

１．目的 

県産材を多く使用した住宅では，天井および火打

ちのないスギ厚板現し 2 階床の需要があるが，耐震

性能を明らかにすることが望まれる．そこで，スギ

厚板にスギ合板を釘またはビスで留め強度補強した

現し床を試作し，面内せん断試験により床倍率（床

の強さを表す指標）を求めた． 

 

２．方法 

試験体は，スギ枠材にスギ厚板（厚さ 30mm×幅

180mm）を10枚仮釘打ちした上から，スギ合板12mm

を釘打ちした仕様（図 1）と釘を構造用ビス 90mm に

替えた 2 種類とした．釘とビス以外は同じ仕様で，

試験体数は各 3 体とした． 

試験は，面内せん断試験機（ロードセル容量100kN）

を用い，柱脚固定式で行った．見かけのせん断変形

角1/450～1/30radをそれぞれ正負3回繰り返した後，

1/15rad を正方向に 1 回加力した（図 2）．荷重と回転

角の包絡線の完全断塑性モデルを作成し，降伏耐力，

0.2Pu/Ds（ねばり），最大荷重の 2/3，1/120rad 時の荷

重のそれぞれの平均値に3体のばらつき係数を掛け，

その最小値を短期基準せん断耐力とし床倍率を算出

した． 

 

３．結果 

結果を表 1 に示した．ビス仕様の 1 体を除き，

1/15radまでに大きな荷重の低下は認められなかった．

釘およびビスの頭がスギ合板にめり込んでいるもの

も認められたが，抜けてしまうことはなかった．試

験時に鉛直方向の枠材はホールダウン金物で固定さ

れているが，それでも引き抜けが認められ，試験機

に固定している枠材が割裂するものもあった．ビス

仕様の 1 体は 1/20rad で加力部周辺の枠材が破断し

試験を中止したので，破断直前の荷重が 1/15rad まで

継続したとみなして解析した. 

N90 釘と 90mm ビスの比較では，ビスにすること

により降伏耐力が 12％，0.2Pu/Ds が 7％，最大荷重

の 2/3 が 17％，1/120rad 時の荷重が 2％増加した．

床倍率は N90 釘 5.6，90mm ビス 6.0 であり，決定因

子は両者とも 0.2Pu/Ds であった.低減係数αを 0.8 と

仮定した場合の床倍率は，釘 4.4，ビス 4.8 となり，

品確法で定められている構造用合板 24mm 四方打ち

（CN75@150）の床倍率 3.0（許容相当 4.0）を超え

る値が得られた． 

 
図１．試験体 

 (スギ厚板＋スギ合板＋N90 釘) 

 

図２．1/15rad 加力 

(スギ厚板＋スギ合板＋N90 釘) 

 

表１．床強度試験結果 

 

仕様
降伏
耐力
Py

0.2Pu/Ds
(2/3)
・

Pmax
P(1/120)

短期
基準
せん断
耐力
Po

床倍率
(α=1)

3体の平均[kN] 26.22 20.43 33.02 22.53

ばらつき係数(k) 0.991 0.991 0.994 0.981

平均×k[kN] 25.97 20.24 32.82 22.10 20.24

3体の平均[kN] 29.49 22.76 38.68 23.76

ばらつき係数(k) 0.983 0.950 0.992 0.952

平均×k[kN] 28.99 21.63 38.37 22.63 21.63

N90釘 5.6

90mmビス 6.0
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